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遷移金属のシングルナノ粒子化は，クラスターの表面積が向上するため高活性触媒と

しての利用が期待されている。本講演では，ジメチルホルムアミド（DMF）を反応溶媒，

保護剤，兼還元剤とし，パラジウム，銅ならびに鉄微粒子の液相合成法を述べる。また，

これらを触媒として用いた，クロスカップリング反応，ヒドロシリル化などの有機合成反応

の最新の成果を報告する。 
 
問合せ先： 触媒化学研究センター・小笠原正道（ogasawar@cat.hokudai.ac.jp・011-706-9154） 

 
 


